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１．事業概要  

１－１ 事業目的  

・三重県では平成 28 年度に策定した「三重県花き花木振興計画」に基づき、生産振興、消

費拡大、花育緑育(県民に花き花木がもつ魅力などを伝える取組)を柱に据えた取組を推進

しています。  

・この取組の一環として、県内の小中高等学校等で三重県産の花やみどりに親しみ、育てる

機会を提供することで、児童生徒の花やみどりに対する愛情や美しさを感じる気持ちを育

成します。  

・また、体験教室の内容や感想を家庭内で話し合ってもらうことで、保護者の花やみどりへ

の関心を高め、三重県産花き花木のさらなる消費拡大へ繋げていきます。  

  

１－２ 主催  

・三重県花植木振興会 花き部  

  

１－３ 事業概要  

・本事業は、県産花き花木を用いた花育体験教室等（以下「体験教室」という。）を通して、

児童生徒の花やみどりに対する愛情や美しさを感じる気持ちを育むとともに、県産花き花

木の生産振興と消費拡大につなげる一助として実施します。  

  

（１）事業名  

  県内小中高等学校等における花育体験推進事業  

  

（２）支援内容  

 ・県内小中高等学校等で実施する県産花き（花壇苗等）を使った体験教室について支援を行

います。  

・花苗の寄せ植えや花壇への植え込みなどの実習のほか、県内の花き生産の仕事を学ぶ座学

など、参加校と中央農業改良普及センター担当者とであらかじめ相談し、参加校の希望に

応じた体験内容を決定します。 

 （内容）① 卒業式・入学式に向けた寄せ植えづくり（花苗・資材代） 

     ② 保護者と生徒での寄せ植え体験（花苗・資材代） 

     ③ 教職員向け花育・寄せ植え体験（花苗・資材代） 

     ④ 学校花壇への植え込み（花苗・資材代） 

⑤ 総合学習・地域学習を利用した、花苗生産の仕事を聞く授業（無料） 

⑥ その他 



 ・体験教室の講師は、取り組み内容を踏まえ主催側で選定し派遣します。 

・派遣する講師は、県産花き花木の紹介、生産現場におけるやりがい等の説明のほか、寄せ

植えや花壇での栽培方法について必要な説明と助言を行います。  

  ・花材等の経費は取り組み内容に応じ、参加校に御負担いただきます。（座学のみの場合は

経費は不要です）  

  （経費目安）＊ 寄せ植えの場合、1 人当たり 500 円から 

         ただし、学校にあるプランターを使用する場合は花苗代、土代のみ 

＊ 花壇植え込み等については、花壇に規模による。花苗代に加え植え込

む土の状況により土壌改良資材等の費用がかかる場合あり 

 

  ・講師への謝金及び旅費が発生する場合は、主催側が全額負担します。  

  ・体験教室の開催に要する授業時間の目安は２限分（９０分程度・準備時間含まず）としま

すが、御希望に応じ調整は可能です。  

  

（３）応募要件  

  ①三重県内に所在する小学校、中学校、高等学校、学童保育、幼稚園、保育所、認定こど

も園等（以下「小中高等学校等」という。）で、主な対象が児童生徒となる取り組みである

こと。  

  ②花育体験活動の趣旨を十分に理解し、活動を校内だけにとどめず地域へ広めていく意欲

を有した小中高等学校等であること。  

③花育体験を行った児童生徒等を対象に、体験後のアンケート調査を実施できること。  

  

（４）公募期間・事業実施スケジュール  

 ・公募期間 

令和 5 年 9 月 6 日（水）から令和５年９月２９日（金）まで 

 ・事業実施期間  

令和５年１０月２日（月）から令和６年２月２２日（木）まで  

 ・実施報告期間  

事業完了日から３０日を経過した日又は令和６年３月１５日（金）のいずれか早い日ま

で  

    

（５）参加校で行っていただくこと  

  ①体験教室の実施の連絡・調整  

    参加校は当体験教室の担当者を配置し、会場の確保、必要備品等の準備、日程調整、児

童生徒及び保護者への事業等の説明を行ってください。  

 



②アンケートの実施  

    参加校は体験教室の実施後に後日依頼するアンケートの配布と回収を行ってください。  

 ③事業実施報告書の提出  

    参加校は、体験教室実施の効果及びアンケート結果等を取りまとめた事業実施報告書を

作成し、期日までに中央農業改良普及センターに提出してください。  

  

１－４ 選定方法等  

・応募いただいた書類に基づき書類審査を行い、主催側で参加校を決定します。 

※先着順で参加校を決定することはありません。  

・参加校の決定については予算の範囲内で行いますので、すべての応募校が採択されるとは

限りませんので、予め御了承ください。  

また、花育に関する取組みの裾野を広げる観点から、参加校の選定にあたっては、新規応

募校を優先的に選定させていただきますので、合わせて御了承ください。  

・参加として決定された場合であっても、予算の関係上、参加人数や開催内容等の調整をお

願いさせていただく場合がありますので、予め御了承ください。  

・選定結果については、１０月中旬頃までに申込書に記入いただいた E-mail アドレスあて

に  書面により御連絡します。  

    

２．申請方法  

２－１ 公募期間  

令和 5 年９月 6 日（水）から令和５年９月２９日（金）まで 

  

２－２ 申込様式及び提出方法  

（１）申込様式  

・花育体験教室実施申込書 （別紙のとおり） 

  

（２）提出方法  

  提出先 ：中央農業改良普及センター 専門技術室花植木普及課 

提出方法  :メール（sakury02@pref.mie.lg.jp (櫻井)）または FAX（0598-42-7762）  

  

（３）受付確認   

申込書の受付について、申込書に記入いただいた E-mail アドレスあて御連絡します。提

出後一週間以上問合せ先からメールが届かない場合は、お手数ですがお問合せ先に電話で御

連絡ください。  



 ２－３ 事業実施報告  

・事業実施報告書（体験の様子が分かる写真を記載又は添付が必要です）  

・花育体験アンケート  

  

２－４ 問い合わせ先  

中央農業改良普及センター 専門技術室花植木普及課 

担当：山上・櫻井・大門・桐生 

TEL 0598-42-6705 / FAX 0598-42-7762  

Mail  sakury02@pref.mie.lg.jp (櫻井)  


